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１。はじめに

韓国のナショナリズム

３月１日は韓国の公休日「三・一節」１である。この日、外出した筆者は、街頭で韓国の

国歌「愛国歌」を歌うパフォーマーを目にした。人が集まる大通りは、路肩を警察の特殊

車両が固めている。また、若者で賑わう喫茶店では、レジ係りに韓国の国旗「太極旗」の

バッジを渡された。このような、韓国の「ナショナリズム」は、ごく当たり前に存在する

ように思われる。だが、それは、いつかもわからない大昔から存在するものなのであろう

か。一般的に「ナショナリズム」とは、「『我々』は他者とは異なる独自な歴史的、文化的

特徴を持つ独自の共同体であるという集合的な信仰、さらにはそうした独自感と信仰を自

治的な国家の枠組みで実現、推進する意志、感情、活動の総称２」として捉えられ、近代に

入って国民国家の形成とともに芽生えてきたものであると言われる。それでは、朝鮮半島

におけるナショナリズムはどのように形成されたのであろうか。

ナショナリズムについてのアンダーソンの研究

ベネディクト・アンダーソンはナショナリズムの起源について研究した。彼は研究の中

で、「想像の共同体」としての国民意識の出現に、書籍・新聞の出版が果たした役割に注目

している３．彼は国民という概念を「日々顔付き合わせる原初的な村落より大きいすべての

共同体は想像されたものである４」と規定する。そして、母国アメリカの国民を例に出し、

以下のように記述している。

「ひとりのアメリカ人は、２億４千万余のアメリカ人同胞のうち、ほんのー握りの人以外、

一生のうちで会うことも、名前を知ることもないだろう。まして彼には、あるとき、か

れらがー体何をしようとしているのか、そんなことは知るよしもない。しかし、それで

いて、彼はアメリカ人のゆるぎない、匿名の、同時的活動についてまったく確信してい

１１９１９年のこの日、朝鮮近代史上最大の反日独立運動である三・一独立運動が始められた

ことを記念している。
２ 古 野 耕 作 『 文 化 ナ シ ョ ナ リズ ム の 社 会 学 一 現 代 日 本 の アイ デ ン ティ ティ の 行 方 - 』 （ 名 古

屋大学出版会、１９９７年）ｐｐ．１０-ＩＩから引用。
３ ベ ネディ ク ト ・ ア ン ダー ソ ン 著 、 白 石 さ や ・ 白 石 隆 訳 『 増 補 ・ 想 像 の 共 同 体 - ナ シ ョ ナ リ
ズムの起源と流行-』（ＮＴＴ出版、１９９７年）を参考にした。
４アンダーソン、前掲轡ｐ．２５より引用。
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